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は
じ
め
に

　

江
戸
期
に
お
け
る
朱
子
学
の
定
着
と
伝
播
と
を
考
え
た
場
合
、
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
人
物
と
し
て
、
京
都
の
朱
子
学
者
・
中
村
（
仲
村
）
惕
斎
（
一
六
二
九

～
一
七
〇
二
）
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
に
異
論
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
惕
斎
は
経
解

に
限
定
し
て
も
『
論
語
示
蒙
句
解
』
を
始
め
と
す
る
多
く
の
仮
名
交
じ
り
の
著

作
を
作
成
し
た
。
そ
れ
ら
は
江
戸
期
だ
け
で
は
な
く
、
明
治
期
以
後
も
「
漢
籍

國
字
解
全
書
」（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
に
収
録
さ
れ
、
読
者
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
『
論
語
示
蒙
句
解
』
は
主
と
し
て
漢
籍
啓
蒙
へ

の
影
響
か
ら
言
及
さ
れ
て
い
る

（
１
）

。
一
方
で
惕
斎
は
漢
文
体
の
経
解
も
多
く
作
成

し
て
い
る
。
『
筆
記
詩
集
傳
』
『
筆
記
書
集
傳
』
を
含
む
「
五
経
筆
記
」
や
「
四

書
」
の
解
釈
を
示
す
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
で
あ
る

（
２
）

。

　

『
論
語
示
蒙
句
解
』
に
比
し
て
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
へ
の
言
及
は
少
な
い
。

そ
の
な
か
で
、
石
田
和
夫
氏
は
「
朱
子
の
『
四
書
集
注
』
を
解
読
す
る
た
め
の

益
の
あ
る
説
を
集
め
て
成
っ
た
書
。
…
…
。
『
朱
子
文
集
』
や
『
朱
子
語
類
』
、

さ
ら
に
は
諸
家
の
書
か
ら
参
考
に
な
る
も
の
、
あ
る
い
は
助
辞
・
閑
字
を
解
説

し
て
役
立
つ
も
の
な
ど
、
『
集
注
』 

の
解
読
に
益
あ
り
と
思
わ
れ
る
説
が
ひ
ろ

く
集
め
ら
れ
る
」
と
す
る

（
３
）

。
概
ね
惕
斎
の
「
四
書
章
句
集
註
鈔
説
序
」
に
従
い
、

『
集
注
』
と
の
関
係
を
簡
潔
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
論
語
示
蒙
句
解
』
と

の
関
係
や
解
釈
の
特
徴
は
明
確
で
は
な
く
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
村
惕
斎
の
『
論
語
集
註
鈔
説
』
を
検
討
し
、
彼
の
『
論

語
』
解
釈
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
底
本
は
家
蔵
の
『
四
書
章
句

集
註
鈔
説
』
（
宝
永
五
年
［
一
七
〇
八
］
本
）
と
し
た
。

　
　
　
　

一
、
中
村
惕
斎
の
『
論
語
』
関
係
の
著
作

　

惕
斎
の
『
論
語
』
に
関
す
る
著
作
と
し
て
は
、
漢
文
体
の
『
四
書
章
句
集
註

鈔
説
』
（
元
禄
三
年
［
一
六
九
〇
］
の
惕
斎
序
、
宝
永
五
年
［
一
七
〇
八
］
刊
）

中
の
『
論
語
集
注
鈔
説
』
と
、
仮
名
交
じ
り
の
『
四
書
示
蒙
句
解
』
（
元
禄

十
四
年
［
一
七
〇
一
］
序
刊
）
中
の
『
論
語
示
蒙
句
解
』
と
が
あ
る
。
序
文
に

従
え
ば
、
『
論
語
集
註
鈔
説
』
は
惕
斎
六
二
歳
、
『
論
語
示
蒙
句
解
』
は
七
三
歳

の
成
立
で
あ
る
。

　

両
書
は
体
裁
、
時
期
と
も
に
異
な
る
も
の
の
全
く
別
の
注
釈
書
で
は
な
く
、

中村惕斎『論語集註鈔説』小考

　
　
　

中
村
惕
斎
『
論
語
集
註
鈔
説
』
小
考
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関
係
す
る
箇
所
も
多
い
。
こ
こ
で
は
両
書
の
関
係
を
『
論
語
集
注
』
学
而
篇
「
夫

子
至
於
是
邦
也
」
章
の
解
釈
の
一
部
か
ら
確
認
し
た
い
。
な
お
、
『
論
語
集
註

鈔
説
』
（
以
下
、
『
論
語
鈔
説
』
と
略
す
）
の
書
き
下
し
は
省
略
し
た
。

皇
氏
曰
、
夫
子
即
孔
子
也
。
禮
身
經
為
大
夫
者
、
則
得
稱
為
夫
子
。
孔
子

為
魯
大
夫
。
故
弟
子
呼
之
為
夫
子
也
。　
　
　
　

（
『
論
語
鈔
説
』
学
而
）

夫
子
ト
ハ
、
孔
子
ヲ
サ
ス
、
古
ハ
大
夫
タ
ル
人
ヲ
夫
子
ト
稱
ス
。
孔
子
モ

魯
ノ
大
夫
タ
リ
シ
故
ナ
リ
。　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
示
蒙
句
解
』
学
而
）

　

『
論
語
鈔
説
』
で
は
、
皇
侃
の
説
を
引
用
し
、
経
文
に
い
う
「
夫
子
」
と
は

孔
子
で
あ
り
、
大
夫
と
な
っ
た
も
の
は
夫
子
と
称
す
。
孔
子
は
魯
の
大
夫
と
な
っ

た
の
で
、
弟
子
た
ち
は
孔
子
を
夫
子
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
、
と
す
る
。

　

『
論
語
示
蒙
句
解
』
で
は
、
「
夫
子
と
は
孔
子
を
さ
す
」
云
々
と
し
、
経
文
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
説
い
て
い
る
か
に
見
え

る
。
し
か
し
、『
論
語
示
蒙
句
解
』
と
先
行
す
る
『
論
語
鈔
説
』
と
を
比
べ
る
と
、

冒
頭
の
「
皇
氏
曰
」
を
削
除
し
た
上
で
節
略
し
、
仮
名
交
じ
り
に
て
示
し
て
い

る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
記
述
は
郷
党
篇
「
廏
焚
」
章
へ
の
解
釈
に
も
見
え
る
。
先
ほ
ど

と
同
様
に
両
書
を
引
用
す
る
。

蒙
引
云
、
…
…
。
○
一
説
、
家
語
云
、
孔
子
為
大
司
寇
。
國
廐
焚
、
子
退
朝
、

而
之
火
所
。
與
論
語
及
雜
記
、
所
載
本
一
事
。
而
論
語
・
雜
記
、
去
國
字
、

非
脱
也
。
周
禮
六
繋
為
廐
、
諸
侯
也
。
六
廐
、
爲
校
、
天
子
也
。
大
夫
止

稱
皁
、
稱
繫
排
閑
、
不
得
稱
廐
。
故
特
言
廐
、
可
不
煩
言
國
厩
。
唐
宋
注

疏
、
眥
失
攷
。
以
為
家
厩
非
是
。　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
鈔
説
』
郷
党
）

此
廐
ヲ
、
舊
説
ニ
ミ
ナ
孔
子
ノ
家
ノ
廐
ナ
リ
ト
ス
、
一
説
ニ
、
此
事
論
語

雜
記
家
語
ノ
記
ス
所
、
モ
ト
ミ
ナ
一
事
ナ
リ
、
家
語
ニ
ハ
國
廐
焚
ト
ア
リ
、

夫
子
大
司
寇
ト
ナ
リ
玉
フ
時
、
魯
君
ノ
廐
ヤ
ケ
タ
ル
ナ
リ
、
論
語
雜
記
ニ

ハ
、
只
廐
ト
バ
カ
リ
ア
レ
ド
モ
、
凡
ソ
馬
ヲ
ツ
ナ
グ
所
ヲ
廐
ト
云
ハ
、
天

子
諸
侯
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
大
夫
ハ
皁
ト
云
、
又
閑
ト
モ
繫
ト
モ
云
、
ヨ
リ
テ

廐
ト
バ
カ
リ
ト
云
モ
、
即
國
廐
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
示
蒙
句
解
』
郷
党
）

　

『
論
語
鈔
説
』
で
は
、
冒
頭
に
明
代
の
朱
子
学
者
・
蔡
清
『
論
語
蒙
引
』
の

説
を
引
用
し
、
『
論
語
示
蒙
句
解
』
で
は
、
「
舊
説
」
と
す
る
説
を
引
く
こ
と
が

異
な
る
。
ま
た
『
論
語
鈔
説
』
の
末
尾
「
唐
宋
の
注
疏
、
眥
な
攷
を
失
す
。
家

の
厩
と
為
す
は
是
に
非
ず
」
も
『
論
語
示
蒙
句
解
』
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
両
書
と
も
に
「
一
説
」
と
し
、
『
孔
子
家
語
』
の
説
な
ど
を
示
す
点

は
共
通
す
る
。
両
書
を
並
べ
る
と
、
『
論
語
蒙
引
』
の
説
や
唐
宋
の
注
疏
へ
の

言
及
を
適
宜
省
略
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
『
論
語
鈔
説
』

の
説
の
う
ち
、
初
学
者
に
は
無
用
な
箇
所
を
節
略
し
、
『
論
語
示
蒙
句
解
』
に

用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

学
而
篇
「
夫
子
至
於
是
邦
也
」
章
や
郷
党
篇
「
廏
焚
」
章
の
解
釈
に
見
え
る

よ
う
に
『
論
語
鈔
説
』
と
『
論
語
示
蒙
句
解
』
に
は
共
通
す
る
点
が
多
い
。
初

学
者
な
ど
に
向
け
、
訓
蒙
を
目
的
と
す
る
『
論
語
示
蒙
句
解
』
と
、
後
述
す
る

よ
う
に
想
定
す
る
読
者
が
初
学
者
に
は
限
定
さ
れ
な
い
『
論
語
鈔
説
』
と
の
作

成
目
的
は
異
な
る
た
め
、
当
然
な
が
ら
解
釈
上
の
異
同
も
散
見
さ
れ
る

（
４
）

。
し
か

し
、
右
に
示
し
た
両
書
の
解
釈
の
共
通
す
る
点
に
見
え
る
よ
う
に
、
従
来
の
研

究
に
お
い
て
『
論
語
示
蒙
句
解
』
の
特
徴
と
さ
れ
る
点
も
先
行
す
る
『
論
語
鈔

説
』
の
特
徴
の
一
部
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
如
上
の
両
書
の
関
係
は
注
意
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に
續
く
こ
と
有
り
。
逐
に
四
子
鈔
説
を
著
は
し
て
、
以
て
朱
傳
の
階
梯
と

為
る
。
學
者
、
此
れ
に
由
れ
ば
、
則
ち
以
て
紫
陽
を
失
は
ざ
る
べ
し
。
紫

陽
を
失
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
孔
孟
の
道
、
以
て
當
世
に
明
ら
か
な
る
べ
し
。 

仲
子
の
功
、
大
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
…
…
。

　

先
生
は
「
四
子
鈔
説
」
（
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
）
を
著
し
た
。
同
書
は
朱

子
の
学
術
へ
の
入
り
口
で
あ
る
。
学
者
は
「
四
子
鈔
説
」
を
学
べ
ば
、
朱
子
の

意
図
に
違
う
こ
と
は
な
い
。
朱
子
の
意
図
に
違
わ
な
け
れ
ば
、
孔
孟
の
道
も
当

世
に
明
ら
か
と
な
る
。
先
生
の
功
績
は
偉
大
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

河
村
誠
之
は
惕
斎
の
著
作
の
う
ち
、
特
に
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
を
取
り

上
げ
、
賞
賛
し
て
い
る
。
同
書
を
惕
斎
の
主
著
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
在
で
は
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
へ
の
言
及
は
少
な

い
。
し
か
し
、
江
戸
期
で
は
、
正
徳
三
年
本
、
文
政
五
年
本
、
天
保
七
年
本
、

嘉
永
四
年
と
版
を
重
ね
、
読
者
を
獲
得
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
南
山
道
人

『
諸
家
人
物
志
』
上
、
儒
家
部
の
惕
斎
の
項
で
は
、
「
姓
ハ
中
村
、
名
ハ
欽
、
字

ハ
敬
甫
、
稱
七
右
衞
門
。
洛
下
ニ
講
學
ス
。
阿
州
矦
ノ
儒
臣
ナ
リ
」
（
句
読
点

は
筆
者
が
補
っ
た
。
）
と
し
、
続
け
て
、
惕
斎
の
著
作
を
挙
げ
る
。
そ
の
冒
頭

は
「
四
書
鈔
説
」
で
あ
る
。
当
時
に
お
い
て
惕
斎
の
代
表
的
な
著
作
を
『
四
書

章
句
集
註
鈔
説
』
と
す
る
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
『
論
語
示
蒙

句
解
』と
の
関
係
や
河
村
誠
之
の
発
言
な
ど
も
踏
ま
え
る
と
、『
論
語
集
註
鈔
説
』

は
等
閑
視
す
べ
き
著
作
で
は
な
く
、
重
要
な
著
作
で
あ
る
。

　
　
　
　

二
、
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
述
作
の
意
図

　

こ
こ
で
は
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
（
以
下
、
『
四
書
鈔
説
』
）
の
述
作
の
意

す
べ
き
で
あ
る
。

　

辻
本
雅
史
氏
は
、
両
書
の
関
係
に
つ
い
て
「
『
四
書
示
蒙
句
解
』
は
、
明
代

四
書
学
の
典
拠
と
和
訳
も
つ
い
た
初
学
者
向
け
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ

の
簡
略
版
の
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
も
版
を
重
ね
た
」
と
す
る

（
５
）

。
こ
れ
ま
で

確
認
し
た
よ
う
に
、
両
書
の
作
成
さ
れ
た
時
期
も
含
め
て
考
え
る
と
、
『
論
語

示
蒙
句
解
』
の
特
徴
的
な
箇
所
の
多
く
は
、
先
行
す
る
『
論
語
鈔
説
』
に
基
づ

い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
惕
斎
は
先
に
作
成
し
た
『
論
語
鈔
説
』
の

内
容
を
節
略
し
、
『
論
語
示
蒙
句
解
』
に
用
い
、
仮
名
交
じ
り
に
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
論
語
』
の
場
合
は
明
代
四
書
学
も
踏
ま
え
た
『
論

語
鈔
説
』
を
先
に
作
成
し
、
そ
の
な
か
か
ら
初
学
者
に
無
用
な
箇
所
を
節
略
し
、

簡
略
版
の
『
論
語
示
蒙
句
解
』
を
作
成
し
た
、
と
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
て
、
惕
斎
は
多
く
の
著
作
を
上
梓
し
た
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。
原
念
斎

の
『
先
哲
叢
談
』
正
編
、
巻
四
で
は
、
惕
斎
の
著
作
に
つ
い
て
、

其
筆
記
詩
集
傳
の
後
の
記
す
所
四
十
五
部
、
凡
そ
三
百
十
八
卷
、
其
鋟
梓

の
者
十
六
部
、
凡
百
七
十
四
卷
、
而
歿
後
刊
す
る
所
の
者
甚
だ
多
し
。

と
す
る
。
こ
れ
ら
多
数
の
著
作
の
な
か
で
惕
斎
の
弟
子
の
河
村
誠
之
は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

先
生
以
傑
出
之
資
、
能
自
得
乎
此
、
而
有
以
續
此
道
之
傳
。
逐
著
四
子
鈔

説
、
以
為
朱
傳
之
階
梯
。
學
者
由
乎
此
、
則
可
以
不
失
紫
陽
。
不
失
紫
陽
、

則
孔
孟
之
道
、
可
以
明
于
當
世
。 

仲
子
之
功
、
可
謂
大
矣
。
…
…
。

（
「
書
于
惕
斎
先
生
行
状
後
」
）

先
生 

傑
出
の
資
を
以
て
、
能
く
自
ら
此
れ
を
得
て
、
以
て
此
の
道
の
傳
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図
を
確
認
し
た
い
。
『
四
書
鈔
説
』
の
冒
頭
に
は
惕
斎
に
よ
る
序
文
「
四
書
章

句
集
註
鈔
説
序
」
が
あ
る
。
ま
た
、
末
尾
に
は
惕
斎
の
有
力
な
弟
子
で
著
作
の

刊
行
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
増
田
立
軒
（
一
六
七
三
―
一
七
四
三
）
に
よ

る
跋
文
「
跋
四
書
鈔
説
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
述
作
の
意
図
な
ど
が
示
さ
れ

る
（
６
）

。
ま
ず
は
、
惕
斎
の
「
四
書
章
句
集
註
鈔
説
序
」
を
取
り
上
げ
た
い
。

…
…
。
朱
子
竭
一
生
之
心
力
、
以
極
乎
精
確
、
不
俟
添
隻
字
、
而
其
義
自

足
矣
。
解
法
平
易
近
實
、
而
理
味
深
遠
無
窮
。
故
至
其
微
旨
奧
義
、
則
非

有
朱
子
之
襟
懷
、
不
能
究
盡
。
其
及
門
承
流
之
士
、
下
逮
元
明
諸
儒
為

之
説
者
、
不
知
其
其
幾
百
家
。
而
無
一
足
全
取
者
。
况
多
妨
本
旨
者
乎
。

…
…
。
朱
子
文
集
・
語
類
之
説
、
多
及
此
者
。
固
足
以
審
本
註
之
餘
緒
矣
。

諸
家
之
説
叢
、
措
辭
簡
潔
、
裁
義
穩
當
者
、
亦
頗
有
所
啓
發
。
且
於
通
章

之
大
旨
、
及
科
段
・
脉
絡
之
弁
、
起
應
開
結
之
限
、
與
夫
助
辭
・
閑
字
之

解
、
亦
不
為
無
少
補
。
…
…
。
於
是
正
文
及
註
脚
、
有
所
須
論
辨
者
、
鈔

出
其
題
頭
、
而
乃
混
融
諸
説
、
以
闡
明
其
義
、
間
亦
竊
攄
愚
臆
、
以
填
塞

其
闕
。
雖
諸
家
異
本
註
之
説
、
然
其
有
所
不
可
舍
者
、
亦
標
一
説
、
存
之
。

…
…
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
「
四
書
章
句
集
註
鈔
説
序
」
）

…
…
。
朱
子
、
一
生
の
心
力
を
竭
く
し
、
以
て
精
確
を
極
め
、
隻
字
を
添

へ
る
こ
と
を
俟
た
ず
し
て
、
其
の
義
自
ら
足
れ
り
。
解
法
は
平
易
・
近
實

に
し
て
、
理
味
は
深
遠
・
無
窮
な
り
。
故
に
其
の
微
旨
・
奧
義
に
至
り
て

は
、
則
ち
朱
子
の
襟
懷
に
非
ざ
れ
ば
、
究
め
盡
く
す
能
は
ず
。
其
の
門
に

及
び
流
を
承
る
の
士
、
下
は
元
明
の
諸
儒
に
逮
る
ま
で
之
が
説
を
為
す
者

は
、
其
の
幾
ど
百
家
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
。
而
れ
ど
も
一
も
全
く
取
る

に
足
る
者
無
し
。
况
ん
や
多
く
本
旨
を
妨
げ
る
者
を
や
。
…
…
。
朱
子
文

集
・
語
類
の
説
、
此
れ
に
及
ぶ
者
多
し
。
固
に
以
て
本
註
の
餘
緒
を
審
に

す
る
に
足
れ
り
。
諸
家
の
説
叢
、
辭
を
措
く
こ
と
簡
潔
に
し
て
、
義
を
裁

す
る
こ
と
穩
當
な
る
者
、
亦
た
頗
る
啓
發
す
る
所
有
り
。
且
つ
通
章
の
大

旨
、
及
び
科
段
・
脉
絡
の
弁
、
起
應
・
開
結
の
限
と
、
夫
の
助
辭
、
閑
字

の
解
と
に
於
い
て
、
亦
た
少
補
を
無
し
と
為
さ
ず
。
…
…
。
是
に
於
い
て

正
文
及
び
註
脚
、
須
に
論
辨
す
べ
き
所
の
者
有
れ
ば
、
其
の
題
頭
を
鈔
出

し
て
、
乃
ち
諸
説
を
混
融
し
て
、
以
て
其
の
義
を
闡
明
し
て
、
間
ま
亦
た

竊
か
に
愚
臆
を
攄
て
、
以
て
其
の
闕
を
填
塞
す
。
諸
家
の
本
註
に
異
な
る

の
説
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の
舍
つ
べ
か
ら
ざ
る
所
の
者
有
れ
ば
、
亦
た

一
説
を
標
し
、
之
を
存
す
。
…
…
。

　

『
四
書
章
句
集
註
』
は
朱
子
が
一
生
の
心
力
を
尽
く
し
、
精
確
を
極
め
た
著

作
で
あ
り
、
僅
か
な
言
葉
で
さ
え
も
足
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
集
注
』
の
解

釈
は
平
易
で
近
実
な
も
の
で
あ
る
が
、
理
味
は
深
遠
で
窮
ま
り
な
い
。
そ
の
た

め
、
微
旨
や
奥
義
ま
で
を
究
め
尽
く
す
こ
と
は
難
し
い
。
朱
子
の
弟
子
や
元
明

の
諸
儒
た
ち
は
『
集
注
』
に
注
釈
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
朱
子
の
意
を
十
全

に
読
み
取
っ
た
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
私
は
『
朱
子
文
集
』
『
朱
子
語
類
』
や

諸
家
の
説
を
参
考
に
し
て
、
議
論
す
べ
き
箇
所
を
抄
出
し
、
諸
説
を
用
い
て
、

朱
子
の
意
を
究
明
し
、
時
に
は
自
己
の
解
釈
を
付
け
加
え
た
。

　

右
で
は
『
集
注
』
を
賞
賛
し
、
そ
の
上
で
異
な
る
説
で
も
見
る
べ
き
も
の
あ

れ
ば
、
一
説
と
し
て
『
四
書
鈔
説
』
に
収
録
す
る
と
い
う
方
針
を
示
す
。
惕
斎

の
い
う
「
諸
家
」
の
説
は
増
田
立
軒
「
跋
四
書
鈔
説
」
に
次
の
言
及
が
見
え
る
。

…
…
。
朱
子
既
没
、
宋
元
明
清
諸
儒
競
起
、
建
説
著
書
、
曷
啻
數
十
家
乎
。

…
…
。
但
有
時
或
挟
私
見
、
或
失
正
意
、
或
煩
舌
相
倣
、
而
屋
下
架
屋
。

…
…
。
吾
先
師
惕
齋
先
生
有
憂
于
此
。
上
自
漢
唐
註
疏
、
下
至
明
清
經
解
、
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語
大
全
』
所
引
の
所
説
を
切
り
貼
り
、
あ
る
い
は
、
抄
出
し
た
類
い
の
解
釈
書

で
は
な
い
。
元
禄
期
の
毛
利
貞
斎
の
『
重
改
論
語
集
註
俚
諺
鈔
』
に
お
け
る
引

用
諸
注
が
熊
谷
立
閑
『
鼇
頭
新
增
四
書
大
全
』
に
多
く
拠
っ
て
い
る
の
と
は
異

な
る
も
の
で
あ
る

（
７
）

。
江
戸
期
に
お
け
る
明
代
四
書
学
の
受
容
の
面
か
ら
は
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
『
論
語
鈔
説
』
は
邦
儒
の
解
釈
の
引
用
に
消
極
的
で
あ
り
、
僅
か
に

郷
党
篇
に
お
い
て
「
江
州
中
江
氏
」
「
中
江
氏
」
と
し
て
、
中
江
藤
樹
の
解
釈

を
引
用
す
る
程
度
で
あ
る

（
８
）

。
明
代
四
書
学
や
邦
儒
と
の
関
係
は
惕
斎
の
学
的
立

ち
位
置
を
考
え
る
上
で
も
別
途
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、『
論
語
鈔
説
』

に
お
け
る
『
論
語
』
解
釈
の
注
釈
態
度
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

三
、
『
論
語
集
註
鈔
説
』
に
お
け
る
注
釈
態
度

（
一
）
『
集
注
』
尊
重

　

「
四
書
章
句
集
註
鈔
説
序
」
に
見
え
る
『
集
注
』
尊
重
の
態
度
は
当
然
な
が

ら
『
論
語
鈔
説
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
論
語
』
末
尾
の
堯
曰
篇
「
不

知
命
、
無
以
爲
君
子
也
」
章
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

欽
按
、
…
…
。
子
朱
子
於
篇
端
序
説
、
既
載
程
子
便
是
不
曾
讀
之
言
、
而

篇
末
總
註
、
又
取
尹
氏
幾
於
侮
聖
言
之
説
。
其
丁
寧
・
諄
懇
、
警
學
者
之

意
、
亦
可
謂
至
矣
。
讀
之
而
猛
省
奮
進
者
、
雖
日
日
講
論
此
書
、
而
字
磨

句
礪
、
然
無
益
於
己
必
矣
。
豈
非
可
恥
之
甚
、
而
可
畏
之
嚴
者
哉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
鈔
説
』
堯
曰
）

欽
按
ず
る
に
、
…
…
。
子
朱
子
、
篇
端
の
序
説
に
於
い
て
、
既
に
程
子
の

便
ち
是
れ
曾
て
之
を
讀
ま
ざ
る
の
言
を
載
せ
て
、
而
も
篇
末
の
總
註
に
、

蒐
輯
貫
綜
、
以
撰
四
書
鈔
説
十
二
冊
。
…
…
。　
　

（
「
跋
四
書
鈔
説
」
）

…
…
。
朱
子
既
に
没
し
、
宋
元
明
清
の
諸
儒
競
ひ
起
こ
り
、
説
を
建
て
書

を
著
は
す
こ
と
、
曷
ぞ
啻
だ
に
數
十
家
の
み
な
ら
ん
や
。
…
…
。
但
だ
時

と
し
て
或
い
は
私
見
を
挟
み
、
或
い
は
正
意
を
失
ひ
、
或
い
は
煩
舌
相
ひ

倣
し
、
而
も
屋
下
に
屋
を
架
す
こ
と
有
り
。
…
…
。
吾
が
先
師
惕
齋
先
生

は
此
れ
を
憂
ふ
こ
と
有
り
。
上
は
漢
唐
の
註
疏
よ
り
、
下
は
明
清
の
經

解
に
至
る
ま
で
、
蒐
輯
・
貫
綜
し
て
、
以
て
四
書
鈔
説
十
二
冊
を
撰
す
。

…
…
。

　

朱
子
の
没
後
、
種
々
の
学
説
が
起
こ
り
、
私
見
を
挟
む
も
の
も
出
現
し
、
屋

下
に
屋
を
架
す
状
況
と
な
っ
た
。
師
の
惕
斎
は
、
こ
の
状
況
を
憂
い
、
上
は
漢

唐
の
註
疏
か
ら
下
は
明
清
の
經
解
に
至
る
ま
で
を
取
捨
選
択
し
、
『
四
書
鈔
説
』

を
作
成
し
た
。

　

惕
斎
の
序
文
や
立
軒
の
跋
文
の
記
述
に
見
え
る
よ
う
に
、『
四
書
鈔
説
』は
『
朱

子
文
集
』
『
朱
子
語
類
』
、
さ
ら
に
は
古
註
疏
か
ら
明
清
の
経
解
ま
で
を
取
捨
選

択
し
、
引
用
し
て
い
る
。
前
掲
の
石
田
氏
は
、
そ
の
基
準
を
「
『
集
注
』
の
解

読
に
益
あ
り
と
思
わ
れ
る
説
」
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
惕
斎
は
序
文
に
お
い

て
「
本
註
に
異
な
る
の
説
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の
舍
つ
べ
か
ら
ざ
る
所
の
者
」

と
し
て
い
る
。
『
集
注
』
の
理
解
に
有
益
で
あ
れ
ば
、
朱
子
と
異
な
る
説
の
引

用
も
厭
わ
な
い
こ
と
は
補
う
べ
き
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
『
論
語
鈔
説
』
に
は
「
四
書
章
句
集
註
鈔
説
序
」
に
い
う
『
朱

子
文
集
』
や
『
朱
子
語
類
』
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
胡
広
等
『
論

語
大
全
』
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
い
。
『
論
語
大
全
』
に
見
え
な
い
説
の
引
用
、

具
体
的
に
は
『
論
語
蒙
引
』
や
陸
南
陽
・
姚
舜
牧
な
ど
明
代
の
諸
説
、
何
晏
等

の
『
論
語
集
解
』
な
ど
が
広
く
確
認
で
き
る
。
従
っ
て
、『
論
語
鈔
説
』
は
『
論

中村惕斎『論語集註鈔説』小考
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又
た
尹
氏
の
聖
言
を
侮
る
に
幾
き
の
説
を
取
る
。
其
の
丁
寧
・
諄
懇
に
し

て
、
學
者
を
警
す
の
意
、
亦
た
至
れ
り
と
謂
ふ
べ
し
。
之
を
讀
み
猛
省
・

奮
進
せ
ざ
る
者
は
、
日
日
に
此
の
書
を
講
論
し
、
字
ご
と
に
磨
き
、
句
ご

と
に
礪
く
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
己
に
益
無
き
は
必
せ
り
。
豈
に
恥
づ
べ
き

の
甚
し
く
、
畏
る
べ
き
の
嚴
な
る
者
に
非
ざ
ら
ん
や
。

　

朱
子
は
『
集
注
』
冒
頭
の
「
論
語
序
説
」
に
程
子
の
い
う
「
読
み
終
わ
っ
て

も
同
じ
程
度
な
の
は
全
く
読
ん
で
い
な
い
の
と
同
じ
だ
」
と
の
説
を
引
用
し
、

末
尾
に
は
尹
氏
の
い
う
「
学
ぶ
も
の
が
若
い
時
に
読
み
、
老
い
た
時
に
実
行
で

き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
聖
人
の
言
葉
を
侮
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
説
を
引
用
し

た
（
９
）

。
こ
れ
は
懇
切
丁
寧
な
態
度
で
あ
り
、
学
者
へ
の
注
意
と
し
て
、
こ
の
上
な

い
も
の
で
あ
る
。
『
集
注
』
を
読
み
、
懸
命
に
努
力
を
し
な
い
者
は
日
々
研
究

し
て
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
こ
れ
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
恐
れ
る
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

　

右
で
は
『
集
注
』
冒
頭
と
末
尾
と
に
『
論
語
』
を
読
む
こ
と
に
関
す
る
言
説

を
引
用
し
た
こ
と
を
賞
賛
す
る
。
そ
し
て
、『
集
注
』
を
読
む
者
に
「
猛
省
奮
進
」

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、『
論
語
鈔
説
』
で
は
『
集

注
』
の
よ
り
深
い
理
解
を
目
的
と
す
る
注
釈
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
公
冶
長
篇
篇
「
子
謂
子
賤
」
章
で
は
経
文
に
孔
子
の
弟
子
で
あ
る

「
子
賤
」
が
登
場
す
る
。
当
該
箇
所
の
『
集
注
』
は
「
子
賤
、
孔
子
弟
子
、
姓
宓
、

名
不
齊
」
と
あ
り
、
「
子
賤
」
が
孔
子
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
と
姓
名
と
を
示
す

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
論
語
鈔
説
』
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

按
家
語
子
賤
少
孔
子
四
十
九
歳
。
則
孔
子
卒
時
、
子
賤
纔
二
十
四
歳
。
蓋

以
其
年
甚
少
。
故
孔
子
本
其
德
之
所
由
成
以
稱
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
鈔
説
』
公
冶
長
）

按
ず
る
に
、
家
語
に
子
賤
、
孔
子
よ
り
少
き
こ
と
四
十
九
歳
、
と
。
則
ち

孔
子
の
卒
す
る
時
、
子
賤
、
纔
か
に
二
十
四
歳
な
ら
ん
。
蓋
し
其
の
年
の

甚
だ
少
き
を
以
て
す
。
故
に
孔
子
、
其
の
德
の
由
り
て
成
る
所
に
本
づ
き

て
以
て
之
を
稱
す
。

　

『
孔
子
家
語
』
に
は
、
子
賤
は
孔
子
よ
り
も
四
十
九
歳
ほ
ど
若
い
、
と
あ
る
。

従
っ
て
、
孔
子
が
亡
く
な
っ
た
時
、
子
賤
は
僅
か
に
二
十
四
歳
で
あ
る
。
思
う
に
、

こ
の
時
、
子
賤
は
非
常
に
若
か
っ
た
た
め
、
孔
子
は
本
章
の
発
言
を
し
、
子
賤

を
褒
め
称
え
た
の
で
あ
る
。

　

「
子
謂
子
賤
」
章
へ
の
注
釈
で
は
『
論
語
集
注
』
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
『
孔

子
家
語
』
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
集
注
』
を
通
し
て
の
経
文
の
理
解
を

よ
り
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
『
集
注
』
に
見

え
な
い
文
献
を
引
用
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
す
手
法
は
『
論
語
鈔
説
』

の
全
篇
に
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。

　

具
体
的
に
い
え
ば
、
孔
子
の
有
力
な
弟
子
と
し
て
は
、
学
而
篇
「
其
爲
人
也

孝
弟
」
章
で
は
有
子
（
有
若
）
が
、
同
じ
く
学
而
篇
「
吾
日
三
省
吾
身
」
章
で

は
曾
子
（
曾
参
）
が
そ
れ
ぞ
れ
初
出
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
賤
の
場
合
と
は
異

な
り
、
『
孔
子
家
語
』
な
ど
の
文
献
を
用
い
た
注
釈
を
行
う
こ
と
は
し
な
い
。

子
賤
の
場
合
は
『
論
語
』
に
お
い
て
公
冶
長
篇
の
一
章
の
み
登
場
す
る
た
め
、

補
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
『
論
語
鈔
説
』
で
は
「
跋
四
書

鈔
説
」
に
言
及
が
あ
っ
た
よ
う
に
「
古
註
疏
」
も
引
用
す
る
。
し
か
し
、
学
而

篇
「
吾
日
三
省
吾
身
」
章
の
「
傳
不
習
乎
」
な
ど
新
注
・
古
注
で
解
釈
が
分
か

れ
る
経
文
に
お
い
て
『
集
注
』
と
異
な
る
別
解
は
引
用
し
な
い
。
こ
れ
は
別
解

を
引
用
す
る
こ
と
で
読
者
を
惑
わ
す
こ
と
を
避
け
た
の
だ
ろ
う
。
背
景
に
あ
る
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は
な
く
、
「
敢
へ
て
疑
を
存
す
」
と
一
定
の
尊
重
を
示
し
た
上
で
疑
問
の
提
示

し
て
い
る
。
本
章
以
外
に
も
『
論
語
鈔
説
』
で
は
『
集
注
』
に
疑
問
を
呈
す
る

こ
と
が
あ
る

（
（1
（

。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
『
集
注
』
へ
の
積
極
的
な
批
判
で
は
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
『
論
語
鈔
説
』
で
は
『
集
注
』
尊
重
の
態
度
の
た
め
、

異
説
や
別
解
を
掲
示
す
る
の
に
抑
制
的
で
あ
る
。

（
二
）
圏
外
の
説
へ
の
態
度

　

『
論
語
集
注
』
で
は
本
注
の
後
に
は
圏
点
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
に
「
圏
外
の
説
」

が
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
圏
外
の
説
に
は
主
と
し
て
経
文
を
理
解
す
る
た

め
の
補
説
な
ど
が
引
用
さ
れ
る
。

　

『
論
語
鈔
説
』
で
は
圏
外
の
説
も
議
論
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ

で
は
『
論
語
集
注
』
泰
伯
篇
「
啓
予
足
、
啓
予
手
」
章
を
取
り
上
げ
た
い
。
『
集

注
』
で
は
圏
外
に
以
下
の
三
説
を
引
用
し
て
い
る
。

…
…
。
○
程
子
曰
、
君
子
曰
終
、
小
人
曰
死
。
君
子
保
其
身
以
沒
。
為
終

其
事
也
。
故
曾
子
以
全
歸
為
免
矣
。
尹
氏
曰
、
父
母
全
而
生
之
、
子
全
而

歸
之
。
曾
子
臨
終
而
啓
手
足
、
為
是
故
也
。
非
有
得
於
道
、
能
如
是
乎
。

范
氏
曰
、
身
體
猶
不
可
虧
也
。
況
虧
其
行
以
辱
其
親
乎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
集
注
』
泰
伯
）

…
…
。
○
程
子
曰
は
く
、
君
子
は
終
と
曰
ひ
、
小
人
は
死
と
曰
ふ
。
君
子

は
其
の
身
を
保
ち
て
以
て
沒
す
。
其
の
事
を
終
ふ
る
が
爲
な
り
。
故
に
曾

子
全
く
し
て
歸
す
を
以
て
免
が
る
る
と
爲
す
、
と
。
尹
氏
曰
は
く
、
父
母

は
全
く
し
て
之
を
生
み
、
子
全
く
し
て
之
を
歸
す
。
曾
子
終
に
臨
み
て
手

足
を
啓
か
し
む
る
は
、
是
が
爲
の
故
な
り
。
道
に
得
る
こ
と
有
る
に
非
ざ

れ
ば
、
能
く
是
の
如
か
ら
ん
や
、
と
。
范
氏
曰
は
く
、
身
體
す
ら
猶
ほ
虧

の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
『
集
注
』
の
尊
重
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
『
集
注
』
へ
の
護
教
的
な
態
度
を
意
味
し
な
い
。
こ
こ

で
は
学
而
篇
「
父
在
觀
其
志
」
章
を
取
り
上
げ
、『
集
注
』
へ
の
態
度
を
考
え
た
い
。

ま
ず
は
朱
注
で
あ
る
。

○
父
在
、
子
不
得
自
專
。
而
志
則
可
知
。
父
沒
、
然
後
其
行
可
見
。
故
觀

此
足
以
知
其
人
之
善
惡
。
然
又
必
能
三
年
無
改
於
父
之
道
、
乃
見
其
孝
。

…
…
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
集
注
』
学
而
）

○
父
在
せ
ば
、
子
自
ら
專
ら
に
す
る
を
得
ず
。
而
れ
ど
も
志
は
則
ち
知
る

べ
し
。
父
沒
し
て
、
然
る
後
其
の
行
を
見
る
べ
し
。
故
に
此
れ
を
觀
れ
ば

以
て
其
の
人
の
善
惡
を
知
る
に
足
る
。
然
れ
ど
も
又
た
必
ず
能
く
三
年
父

の
道
を
改
む
る
こ
と
無
く
し
て
、
乃
ち
其
の
孝
を
見
る
。
…
…
。

　

『
集
注
』
で
は
、
父
の
没
後
、
子
の
行
動
を
観
察
す
れ
ば
、
そ
の
人
が
善
か

悪
か
を
理
解
で
き
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
本
章
は
人
物
を
鑑
定
す
る
方
法
と

な
り
得
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
論
語
鈔
説
』は
次
の
よ
う
に
い
う
。

欽
按
、
此
章
是
聖
人
觀
人
子
志
行
、
而
斷
之
以
孝
也
。
末
句
總
承
、
恐
非

泛
觀
人
之
法
。
敢
存
疑
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
鈔
説
』
学
而
）

欽
按
ず
る
に
、
此
の
章
は
是
れ
聖
人
、
人
子
の
志
行
を
觀
て
、
而
し
て
之

を
断
ず
る
に
孝
を
以
て
す
る
な
り
。
末
句
總
承
、
恐
ら
く
は
泛
く
人
を
觀

る
の
法
に
非
ず
。
敢
へ
て
疑
を
存
す
。

　

私
が
考
え
る
に
、
「
父
在
觀
其
志
」
章
は
、
孔
子
が
子
の
志
と
行
動
と
を
観

察
し
て
、
孝
か
否
か
を
判
断
す
べ
き
と
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
あ
ま

ね
く
人
を
鑑
別
す
る
方
法
で
は
な
い
。
思
い
切
っ
て
疑
問
を
呈
す
る
。

　

「
父
在
觀
其
志
」
章
に
つ
い
て
は
解
釈
を
修
正
す
る
必
要
性
を
唱
え
る
の
で

中村惕斎『論語集註鈔説』小考



- 66 -

く
べ
か
ら
ず
。
況
や
其
の
行
を
虧
き
、
以
て
其
の
親
を
辱
む
る
を
や
、
と
。

　

各
説
の
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
『
集
注
』
で
は
、
本
注
だ
け
で
は
な
く
、
経

文
の
解
釈
に
関
連
す
る
程
子
、
尹
氏
、
范
氏
の
三
説
が
補
説
と
し
て
引
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
論
語
鈔
説
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

欽
按
、
父
母
全
而
生
之
、
子
全
而
歸
之
、
可
謂
孝
矣
。
…
…
。
故
朱
子
恐

讀
者
或
不
暁
之
。
故
圈
外
取
程
尹
両
説
、
以
表
其
意
。
又
繫
范
氏
之
言
於

後
、
示
保
德
護
身
之
輕
重
。
但
范
説
非
正
解
。　

（
『
論
語
鈔
説
』
泰
伯
）

欽
按
ず
る
に
、
父
母
は
全
く
し
て
之
を
生
み
、
子
全
く
し
て
之
を
歸
す
は
、

孝
と
謂
ふ
べ
し
。
…
…
。
故
に
朱
子
、
讀
者
の
或
い
は
之
を
暁
ら
ざ
る
を

恐
る
。
故
に
圈
外
に
程
・
尹
の
両
説
を
取
り
、
以
て
其
の
意
を
表
す
。
又

た
范
氏
の
言
を
後
に
繫
げ
、
保
德
・
護
身
の
輕
重
を
示
す
。
但
だ
范
説
は

正
解
に
非
ず
。

　

父
母
は
五
体
完
全
の
子
を
産
む
、
子
が
五
体
完
全
の
ま
ま
で
父
母
に
お
返
し

す
る
こ
と
が
孝
で
あ
る
。
朱
子
は
読
者
が
孝
を
理
解
し
な
い
こ
と
を
恐
れ
た
。

そ
の
た
め
、
圏
外
に
、
程
子
・
尹
氏
の
両
説
を
置
き
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
後
に
范
氏
の
説
を
置
き
、
保
德
や
護
身
の
軽
重
を
も
示
し
た
。
し
か
し
、

范
氏
の
説
は
当
該
章
へ
の
正
し
い
解
釈
な
ど
で
は
な
い
。

　

泰
伯
篇
「
啓
予
足
、
啓
予
手
」
章
で
は
、
「
欽
按
」
と
し
、
自
説
で
あ
る
こ

と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
朱
子
が
圏
外
に
程
子
、
尹
氏
の
説
を
配
置

し
た
意
図
を
説
明
し
、
同
じ
く
圏
外
に
引
用
さ
れ
る
范
氏
の
説
を
正
し
い
解
釈

で
は
な
い
と
批
判
す
る
。
范
氏
は
経
文
に
見
え
る
両
親
か
ら
頂
戴
し
た
体
を
守

る
「
護
身
」
に
加
え
て
、
経
文
に
は
見
え
な
い
「
保
德
」
の
重
要
性
を
論
じ
て

い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
批
判
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

『
論
語
鈔
説
』
に
お
け
る
圏
外
の
説
へ
の
疑
義
や
批
判
は
「
啓
予
足
、
啓
予
手
」

章
だ
け
で
は
な
く
、
子
罕
篇
「
達
巷
黨
人
」
章
な
ど
多
く
の
例
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る

（
（1
（

。
次
に
、
そ
の
理
由
を
子
罕
篇
「
鳳
鳥
不
至
、
河
不
出
圖
」
章
へ
の

注
釈
か
ら
検
討
し
た
い
。
ま
ず
は
『
集
注
』
の
圏
外
の
説
で
あ
る
。

○
張
子
曰
、
鳳
至
圖
出
、
文
明
之
祥
。
伏
羲
・
舜
・
文
之
瑞
不
至
、
則
夫

子
之
文
章
、
知
其
已
矣
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
集
注
』
子
罕
）

○
張
子
曰
は
く
、
鳳
至
り
圖
出
づ
る
は
、
文
明
の
祥
な
り
。
伏
羲
・
舜
・

文
の
瑞
至
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
夫
子
の
文
章
其
れ
已
む
こ
と
を
知
る
、
と
。

　

『
集
注
』
で
は
、
張
子
の
「
鳳
が
飛
来
し
、
図
が
出
現
す
る
の
は
瑞
祥
で
る
。

伏
羲
・
舜
・
文
王
の
よ
う
な
瑞
祥
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
孔
子
の
伝
え
よ
う
と

し
た
威
儀
や
文
辞
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
」
と
の
説

を
引
用
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
論
語
鈔
説
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

張
説
、
欽
按
、
鳳
文
・
圖
畫
、
於
文
章
為
切
。
然
本
文
泛
説
。
疑
不
止
言

文
章
。
且
二
者
之
瑞
、
非
夫
子
自
當
之
。
故
此
説
写
圈
外
歟
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
鈔
説
』
子
罕
）

張
説
、
欽
按
ず
る
に
、
鳳
文
・
圖
畫
、
文
章
に
於
い
て
切
な
り
と
為
す
。

然
れ
ど
も
本
文
は
泛
く
説
く
。
疑
ふ
ら
く
は
止
だ
文
章
を
言
ふ
の
み
な
ら

ず
。
且
つ
二
者
の
瑞
、
夫
子
の
自
ら
之
に
當
た
る
に
非
ず
。
故
に
此
の
説
、

之
を
圈
外
に
写
す
か
。

　

張
子
の
説
は
鳳
が
飛
来
し
、
図
が
出
現
す
る
こ
と
を
威
儀
や
文
辞
と
結
び
つ
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學
者
、
將
以
行
之
也
、
時
習
之
、
則
所
學
者
在
我
、
故
説
。
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
集
注
』
学
而
）

…
…
。
○
學
の
言
爲
る
は
效
な
り
。
人
の
性
は
皆
な
善
な
り
。
而
し
て

覺
る
に
先
後
有
り
。
後
覺
者
は
必
ず
先
覺
の
為
す
所
に
效
へ
ば
、
乃
ち

以
て
善
を
明
ら
か
に
し
て
其
の
初
め
に
復
る
べ
き
な
り
。
程
子
曰
は
く
、

…
…
。
又
た
曰
は
く
、
學
者
、
將
に
以
て
之
を
行
は
ん
と
す
る
や
、
時
に

之
を
習
へ
ば
、
則
ち
學
ぶ
所
の
者
我
に
在
り
、
故
に
説
ぶ
、
と
。
…
…
。

　

『
集
注
』
で
は
、
「
學
」
の
字
が
「
效
う
」
の
意
で
あ
る
こ
と
、
人
の
本
性
は

み
な
善
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
先
と
後
と
が
あ
り
、
後
に
理
解
す

る
者
は
先
に
理
解
し
た
者
の
行
い
に
效
い
、
本
来
の
善
な
る
状
態
に
復
帰
す
る

こ
と
、
及
び
、
程
子
の
い
う
、
学
問
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
何
度
も
復
習
す
れ

ば
、
学
ん
だ
内
容
が
自
分
の
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
、「
説
」
と
な
る
、
と
い
う
。

著
名
な
注
釈
で
あ
る
が
、
「
學
」
と
性
善
と
を
関
連
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
看
取

で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
論
語
鈔
説
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

子
者
指
孔
子
。
子
是
有
德
之
稱
。
古
者
稱
師
為
子
也
。
…
…
。
○
人
性
皆

善
至
初
也
。
首
原
當
學
之
故
、
次
示
學
之
之
方
、
終
要
為
學
之
功
。
覺
字

兼
知
行
。
為
猶
學
也
。
指
先
覺
致
知
・
脩
行
之
方
。
…
…
。
〇
學
者
將
以

行
之
。
此
學
字
兼
知
行
。
所
學
者
在
我
、
謂
其
可
以
施
乎
行
也
。
在
我
字
、

蓋
浅
言
之
、
不
必
説
盡
得
之
。
…
…
。　
　
　
　

（
『
論
語
鈔
説
』
学
而
）

子
は
孔
子
を
指
す
。
子
は
是
れ
有
德
の
稱
。
古
へ
は
師
を
稱
し
て
子
と
為

す
な
り
。
…
…
。
○
人
の
性
は
皆
な
善
よ
り
初
め
な
り
に
至
る
ま
で
。
首

め
に
當
に
學
ぶ
べ
き
の
故
を
原
ね
、
次
に
之
を
學
ぶ
の
方
を
示
し
、
終
に

學
を
為
す
の
功
を
要
む
。
覺
の
字
は
知
行
を
兼
ぬ
。
為
は
猶
ほ
學
の
ご
と

け
て
い
る
。
し
か
し
、
経
文
は
広
く
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
威
儀
や
文
辞
の

み
を
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。
加
え
て
、
鳳
や
図
と
い
っ
た
瑞
祥
は
孔
子
と
直

接
関
わ
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
朱
子
は
張
子
の
説
を
圏
外
に
配
置
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

張
子
の
説
は
経
文
の
意
と
合
致
し
な
い
と
し
、
そ
の
た
め
、
圏
外
に
配
置
さ

れ
て
い
る
と
説
く
。
朱
子
が
圏
外
に
当
該
の
説
を
配
置
し
た
意
図
ま
で
を
説
明

す
る
解
釈
で
あ
る
。
先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
泰
伯
篇
「
啓
予
足
、
啓
予
手
」
章
や
、

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
子
罕
篇
「
鳳
鳥
不
至
、
河
不
出
圖
」
章
に
お
い
て
も
経
文

の
解
釈
と
合
致
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
惕
斎
は
『
論
語
鈔
説
』
に
お
い
て
、
『
集
注
』
を
尊

重
し
つ
つ
も
、
圏
外
の
説
の
な
か
に
は
経
文
の
意
と
合
致
し
な
い
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
と
し
、
疑
問
を
呈
す
る
。
た
だ
し
、
『
論
語
鈔
説
』
の
議
論
の
対
象

は
『
集
注
』
や
圏
外
の
説
だ
け
で
は
な
い
。
惕
斎
の
自
説
も
存
在
す
る
。
以
下
、

惕
斎
の
自
説
の
な
か
か
ら
、
特
に
「
學
」
の
解
釈
を
取
り
上
げ
、
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

四
、
『
論
語
集
註
鈔
説
』
に
お
け
る
「
學
」
の
解
釈

　

『
論
語
』
注
釈
書
の
多
く
は
学
而
篇
「
學
而
時
習
之
」
章
の
注
釈
に
重
点
を

置
く
。
こ
れ
は
『
論
語
鈔
説
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
學
而
時
習
之
」

章
の
経
文
「
子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
」
へ
の
注
釈
か
ら
主
と
し
て
、

そ
の
冒
頭
や
「
學
」
に
関
連
す
る
注
釈
を
取
り
上
げ
、
検
討
す
る
。
ま
ず
は
『
集

注
』
で
あ
る
。

…
…
。
○
學
之
為
言
效
也
。
人
性
皆
善
。
而
覺
有
先
後
。
後
覺
者
必
效
先

覺
之
所
為
、
乃
可
以
明
善
而
復
其
初
也
。
…
…
。
程
子
曰
、
…
…
。
又
曰
、
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き
な
り
。
先
覺
の
致
知
・
脩
行
の
方
を
指
す
。
…
…
。
〇
學
は
將
に
以
て

之
を
行
は
ん
と
す
、
と
。
此
の
學
の
字
は
知
行
を
兼
ぬ
。
學
ぶ
所
の
者
、

我
に
在
り
、
と
。
其
の
以
て
行
に
施
す
べ
き
を
謂
へ
り
。
我
に
在
り
と

は
、
字
、
蓋
し
浅
く
之
を
言
ふ
。
必
ず
し
も
盡
く
之
を
得
た
り
と
説
か
ず
。

…
…
。

　

冒
頭
は
、
経
文
の
「
子
曰
」
の
「
子
」
と
は
孔
子
を
指
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

こ
れ
は
平
易
か
つ
丁
寧
な
注
釈
に
見
え
る
。
し
か
し
、『
論
語
註
疏
』を
取
捨
し
、

『
集
注
』
に
な
い
箇
所
を
補
っ
た
も
の
で
あ
り
、
創
見
で
は
な
く
、
先
行
す
る

注
釈
の
利
用
で
あ
る

（
（1
（

。
『
集
注
』
を
補
う
態
度
と
い
え
よ
う
。
続
け
て
、『
集
注
』

で
は
、
初
め
に
学
ぶ
理
由
、
次
に
学
ぶ
方
法
、
最
後
に
学
ん
だ
こ
と
に
よ
る
成

果
を
求
め
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
、と
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
、『
集
注
』「
覺

有
先
後
」
・
「
學
者
、
將
以
行
之
也
」
の
「
覺
」
・
「
學
」
を
と
も
に
「
知
行
を
兼

ぬ
」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
引
用
し
た
『
集
注
』
に
は
全
く
見
え

な
い
解
釈
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
見
え
る
「
兼
知
行
」
の
重
視
は
惕
斎
の
み
で
は
な
い
。
朱
子
も
同
様

で
あ
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
土
田
健
次
郎
氏
は
、

朱
子
の
知
と
行
の
議
論
は
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
「
第
一
点

は
知
が
先
で
行
が
後
で
あ
る
の
が
基
本
で
あ
る
こ
と
、
第
二
点
は
そ
の
知
を
深

め
る
に
は
知
と
行
の
相
乗
効
果
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
」
と
す
る

（
（1
（

。
惕
斎
は
、

こ
の
う
ち
、
第
二
点
に
影
響
を
受
け
、
「
兼
知
行
」
を
強
調
し
た
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
れ
を
『
論
語
』
の
解
釈
上
に
示
し
た
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。
た

だ
し
、
「
學
而
時
習
之
」
章
の
「
學
」
に
限
っ
て
は
、
熊
谷
立
閑
『
鼇
頭
新
增

四
書
大
全
』
所
引
の
『
四
書
存
疑
』
な
ど
に
も
同
様
の
説
が
見
え
る

（
（1
（

。
従
っ
て
、

右
の
議
論
は
明
代
四
書
学
の
受
容
の
結
果
で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
し

か
し
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
『
論
語
』
の
「
學
」
の
多
く
に
示
し
た
こ
と
が
惕

斎
の
特
徴
で
あ
る
。

　

『
論
語
鈔
説
』
に
お
い
て
「
學
」
を
「
兼
知
行
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
学
而
篇
「
學

而
時
習
之
」
章
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
為
政
篇
「
學

而
不
思
則
罔
」
章
を
取
り
上
げ
た
い
。
同
章
で
は
、
経
文
に
「
子
曰
、
學
而
不

思
則
罔
、
思
而
不
學
則
殆
」
と
あ
り
、
孔
子
が
「
思
」
と
「
學
」
と
の
関
係
を

述
べ
て
い
る
。
ま
ず
は
『
論
語
集
注
』
で
あ
る
。

…
…
。
不
求
諸
心
。
故
昏
而
無
得
。
不
習
其
事
。
故
危
而
不
安
。
○
程
子

曰
、
博
學
・
審
問
・
慎
思
・
明
辨
・
篤
行
、
五
者
、
廢
其
一
、
非
學
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
集
注
』
為
政
）

…
…
。
諸
を
心
に
求
め
ず
。
故
に
昏
く
し
て
得
る
こ
と
無
し
。
其
の
事
を

習
は
ず
。
故
に
危
く
し
て
安
か
ら
ず
。
○
程
子
曰
は
く
、
博
學
・
審
問
・

愼
思
・
明
辨
・
篤
行
、
五
者
、
其
の
一
を
廢
す
れ
ば
、
學
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。

　

『
集
注
』
で
は
、
心
で
分
か
る
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
、
道
理
に
暗
く
、
得

る
も
の
は
な
い
。
学
習
し
な
け
れ
ば
、
あ
や
う
く
、
落
ち
着
く
こ
と
は
な
い
と

し
、
圏
外
に
、
程
子
の
い
う
、
博
學
・
審
問
・
愼
思
・
明
辨
・
篤
行
の
五
者
の

う
ち
、
そ
の
一
つ
で
も
捨
て
去
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
學
」
で
は
な
い
と

す
る
説
を
引
用
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
論
語
鈔
説
』で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

註
一
其
字
好
看
。
思
者
求
其
理
於
心
也
。
學
者
習
其
事
身
也
。
…
…
。
據
註
、

則
上
學
字
兼
知
行
、
下
學
字
專
屬
行
。
若
下
學
字
、
以
讀
經
考
史
、
而
證

其
所
思
者
、
置
其
内
、
則
亦
可
以
兼
知
行
。　
　

（
『
論
語
鈔
説
』
為
政
）

註
の
一
の
其
の
字
は
看
る
に
好
し
。
思
は
其
の
理
を
心
に
求
む
る
な
り
。

日本儒教学会報 八



- 69 -

此
志
字
大
有
力
。
乃
與
下
立
不
惑
等
一
例
看
。
…
…
。
學
兼
知
行
。
下
五

節
、
亦
然
但
其
立
言
、
各
有
所
主
。
要
之
畢
竟
知
先
而
行
後
矣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
論
語
鈔
説
』
為
政
）

此
の
志
の
字
は
大
い
に
力
有
り
。
乃
ち
下
の
「
立
」
「
惑
は
ざ
る
」
等
と

一
例
に
看
よ
。
…
…
。
學
は
知
行
を
兼
ぬ
。
下
の
五
節
は
、
亦
た
然
し
て

但
た
其
の
言
を
立
つ
る
こ
と
、
各
お
の
主
と
す
る
所
有
り
。
之
を
要
す
る

に
、
畢
竟
、
知
は
先
に
し
て
行
は
後
な
り
。

　

経
文
の
「
志
」
の
字
は
重
要
で
あ
り
、
同
じ
く
経
文
の
「
三
十
而
立
」
の
「
立
」
、

「
四
十
而
不
惑
」
の
「
不
惑
」
と
同
様
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
経
文
の
「
學
」

は
知
行
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
り
、
「
十
有
五
而
志
于
學
」
以
下
の
「
三
十
而
立
」

「
四
十
而
不
惑
」
「
五
十
而
知
天
命
」
「
六
十
而
耳
順
」
「
七
十
而
從
心
所
欲
、
不

踰
矩
」
の
五
節
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
要
点
が
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
知
が
先
で

行
が
後
で
あ
る
。

　

右
で
は
、
孔
子
の
志
し
た
「
學
」
を
「
知
行
を
兼
ね
る
」
も
の
と
し
て
お
り
、

『
集
注
』
と
異
な
る
方
向
性
の
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
知
行
の
先
後
は
、
知
が

先
に
あ
り
、
行
が
後
に
あ
る
と
、
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
議
論
は
先
ほ
ど
引

用
し
た
土
田
氏
の
「
知
行
」
に
関
す
る
朱
子
の
見
解
と
同
じ
で
あ
る
。
繰
り
返

し
に
な
る
が
、「
兼
知
行
」
に
関
す
る
発
想
の
淵
源
は
惕
斎
独
自
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
、
そ
れ
を
『
論
語
』
中
の
「
學
」
の
解
釈
に
用
い
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

惕
斎
の
い
う
「
兼
知
行
」
の
重
視
は
『
論
語
』
の
解
釈
だ
け
に
見
え
る
も
の

で
は
な
い
。
「
四
書
」
解
釈
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
孟
子
』
告

子
下
「
羿
之
教
人
射
」
章
へ
の
解
釈
に
お
い
て
、
惕
斎
は
「
學
は
是
れ
知
行
。

堯
舜
の
精
一
、
孔
顔
の
博
約
の
如
き
、
皆
な
法
な
り

（
（1
（

」
と
す
る
。
こ
れ
も
『
集

注
』
に
は
見
え
な
い
解
釈
で
あ
り
、
「
知
行
」
と
朱
子
学
に
お
け
る
重
要
な
工

學
は
其
の
事
を
身
に
習
は
す
な
り
。
…
…
。
註
に
據
れ
ば
、
則
ち
上
の
學

の
字
は
知
行
を
兼
ね
、
下
の
學
の
字
は
專
ら
行
に
属
す
。
下
の
學
の
字
の

若
き
は
、
經
を
讀
み
史
を
考
へ
、
而
も
其
の
思
ふ
所
を
證
す
る
者
は
、
其

の
内
に
置
け
ば
、
則
ち
亦
た
以
て
知
行
を
兼
ぬ
べ
し
。

　

程
子
の
い
う
「
其
一
」
の
「
其
」
は
重
要
で
あ
る
。
経
文
の
「
思
」
と
は
、

理
を
心
に
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、
「
學
」
と
は
、
そ
の
事
を
自
分
の
身
に
修
得

す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
集
注
』
に
従
う
と
、
「
學
而
不
思
則
罔
」
の
「
學
」
は
知

行
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
り
、
「
思
而
不
學
則
殆
」
の
「
學
」
は
行
に
属
す
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
経
を
読
み
、
史
を
考
え
、
思
う
と
こ
ろ
を
自
身
に
確
か
め

て
み
る
な
ら
ば
、
知
だ
け
で
は
な
く
、
知
行
を
兼
ね
る
も
の
と
な
る
。

　

右
に
見
え
る
よ
う
に
『
論
語
鈔
説
』
で
は
、「
學
而
不
思
則
罔
」
の
「
學
」
と
「
思

而
不
學
則
殆
」
の
「
學
」
に
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
者
の
「
學
」

を
「
兼
知
行
」
と
し
、
後
者
の
「
學
」
を
「
行
」
の
み
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「
行
」
か
ら
「
兼
知
行
」
へ
と
進
む
工
夫
も
示
し
て
い
る
。
「
學
而
不
思
則
罔
」

章
の
よ
う
に
、
経
文
の
内
容
を
「
知
行
」
に
分
け
て
解
釈
す
る
こ
と
は
他
章
に

も
見
え
る

（
（1
（

。
こ
れ
ら
は
全
て
『
集
注
』
に
は
見
え
な
い
解
釈
で
あ
る
。
惕
斎
に

と
っ
て
の
「
兼
知
行
」
の
重
要
性
が
看
取
で
き
よ
う
。

　

な
お
『
論
語
鈔
説
』
に
お
け
る
「
兼
知
行
」
は
、為
政
篇
「
吾
十
有
五
而
志
于
學
」

章
の
よ
う
に
、
先
後
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。
同
章
の
経
文
「
吾
十
有
五
而
志
于
學
」

に
関
し
て
は
、
孔
子
の
志
し
た
「
學
」
と
は
何
か
、
と
い
う
大
き
な
問
題
が
存

在
す
る
。
『
集
注
』
で
は
「
學
」
を
「
此
の
所
謂
る
學
は
、
即
ち
大
學
の
道
な
り
。

（
此
所
謂
學
、
即
大
學
之
道
也
）
」
と
し
、
志
し
た
学
を
「
大
學
之
道
」
、
つ
ま
り
、

「
大
学
で
教
え
る
道
」
と
す
る
。
『
論
語
鈔
説
』
で
は
同
章
に
次
の
よ
う
に
い
う
。
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夫
で
あ
る
「
精
一
」
「
博
約
」
と
並
べ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

惕
斎
の
学
術
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
兼
知
行
」
の
重
視
は
、
ど
の
よ
う

な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
出
の
惕
斎
の
弟
子
、
増
田
立
軒
は
「
惕

斎
先
生
行
状
」
に
お
い
て
、
惕
斎
の
学
術
の
要
点
と
し
て
、
「
涵
養
・
致
知
・

力
行
」
を
挙
げ
る

（
（1
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、「
兼
知
行
」
と
は
「
致
知
」
と
「
力

行
」
と
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
り
、
惕
斎
が
学
術
の
要
諦
と
し
て
い
た
も
の
に
含

ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
『
論
語
』
解
釈
中
に
言
及
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
、
附
言
す
る
と
、
惕
斎
の
「
兼
知
行
」
の
重
視
は
同
時
代
の
『
論
語
』

解
釈
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
存
在
す
る
。
伊
藤
仁
斎
『
語
孟
字
義
』
に
は
「
先

儒
云
ふ
、
學
は
知
行
を
兼
ね
て
言
ふ
、
と
。
之
を
得
た
り
」
な
る
記
述
が
見
え

る
（
（1
（

。
土
田
健
次
郎
氏
に
よ
る
と
、
伊
藤
家
で
は
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
の
所

説
が
問
答
の
対
象
と
な
り
、
意
識
さ
れ
て
い
た

（
（1
（

。
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
仁
斎

が
惕
斎
の
言
説
を
「
先
儒
」
と
し
て
引
用
し
、
評
価
し
た
可
能
性
も
存
在
す
る
。

惕
斎
学
術
の
同
時
代
や
そ
の
後
に
与
え
た
影
響
の
有
無
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
後
考
を
期
し
た
い
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
朱
子
学
の
定
着
と
伝
播
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
中
村
惕
斎
の
『
論

語
集
註
鈔
説
』
を
検
討
し
た
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
主
た

る
三
点
を
確
認
し
た
い
。

　

第
一
は
『
論
語
集
註
鈔
説
』
と
『
論
語
示
蒙
句
解
』
の
関
係
で
あ
る
。
惕
斎

の
『
論
語
』
に
関
す
る
著
作
と
し
て
は
『
論
語
集
註
鈔
説
』
と
『
論
語
示
蒙
句

解
』
と
が
存
在
す
る
。
両
書
は
体
裁
、
作
成
時
期
と
も
に
異
な
る
。
し
か
し
、

本
稿
に
示
し
た
よ
う
に
『
論
語
示
蒙
句
解
』
の
特
徴
と
さ
れ
る
点
も
実
際
に
は

先
行
す
る
『
論
語
集
註
鈔
説
』
の
節
略
で
あ
る
。
惕
斎
は
先
に
『
論
語
集
註
鈔

説
』
を
作
成
し
、
そ
の
な
か
か
ら
、
初
学
者
に
無
用
な
箇
所
を
節
略
し
、
簡
略

版
の
『
論
語
示
蒙
句
解
』
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
論
語
集
註
鈔
説
』

で
は
、
『
朱
子
文
集
』
や
『
朱
子
語
類
』
、
漢
唐
や
明
清
の
諸
注
釈
な
ど
も
広
く

引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
胡
広
等
『
論
語
大
全
』
の
抄
出
で
は
な
く
、
惕
斎
が

取
捨
選
択
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
『
論
語
集
註
鈔
説
』
は
江
戸
期
に

お
け
る
明
代
四
書
学
の
受
容
の
面
か
ら
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
二
は
注
釈
態
度
で
あ
る
。
惕
斎
は
「
四
書
章
句
集
註
鈔
説
序
」
や
『
論
語

集
註
鈔
説
』
中
に
見
え
る
よ
う
に
『
集
注
』
を
尊
重
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
論

語
』
解
釈
で
は
異
説
・
別
解
の
掲
示
に
消
極
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
『
集
注
』

へ
の
護
教
的
な
態
度
を
意
味
し
な
い
。
惕
斎
は
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し

た
箇
所
に
自
説
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
特
に
『
集
注
』
の
所
説
の
う
ち
、
圏
外

の
説
は
経
文
の
意
と
合
致
し
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
、
疑
問

を
呈
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

第
三
は
「
學
」
の
解
釈
で
あ
る
。
「
學
」
に
言
及
の
あ
る
諸
章
に
お
い
て
、

惕
斎
は
「
兼
知
行
」
、
あ
る
い
は
「
知
」
「
行
」
に
分
け
て
解
釈
し
て
お
り
、「
學
」

と
「
知
行
」
と
を
関
連
付
け
る
。
こ
の
よ
う
な
「
兼
知
行
」
を
重
視
す
る
発
想

の
淵
源
は
朱
子
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
『
論
語
』
中
の

「
學
」
の
解
釈
に
用
い
た
こ
と
が
惕
斎
の
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
「
兼
知
行
」
の

重
視
は
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
の
解
釈
に
限
定
さ
れ
な
い
。

　

本
稿
は
『
論
語
集
註
鈔
説
』
の
特
徴
の
一
部
分
を
指
摘
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

明
代
四
書
学
と
の
関
係
、
惕
斎
の
朱
子
学
理
解
の
具
体
的
な
検
討
、
邦
儒
の
解

釈
の
引
用
に
消
極
的
で
あ
る
理
由
、江
戸
期
に
お
け
る
『
論
語
』
解
釈
史
上
の
『
論

語
集
註
鈔
説
』
の
位
置
付
け
な
ど
、
課
題
が
多
く
残
っ
た
。
今
後
は
本
稿
で
明

ら
か
に
な
っ
た
点
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
分
析
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と
し
て
―
」
（
『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
、
明
徳
出
版
社
、

二
〇
二
一
）
参
照
。

（
８
）　

郷
党
「
君
子
不
以
紺
緅
飾
」
条
「
江
州
中
江
氏
謂
、
以
下
条
推
之
、
蓋
亦
内
外

相
称
也
。
…
…
。
」
、
「
食
不
厭
精
、
膾
不
厭
細
」
条
「
○
不
多
食
。
中
江
氏
曰
、
玩

不
厭
、
不
徹
之
語
、
則
不
多
食
之
意
、
躍
如
也
。
…
…
。
」
な
ど
。
こ
れ
ら
は
『
論

語
郷
党
啓
蒙
翼
伝
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。

（
９
）　

「
論
語
序
説
」
「
程
子
曰
、
今
人
不
會
讀
書
。
如
讀
論
語
、
未
讀
時
是
此
等
人
、

讀
了
後
又
只
是
此
等
人
、
便
是
不
曾
讀
」
『
論
語
集
注
』
堯
曰
「
尹
氏
曰
、
…
…
。

學
者
少
而
讀
之
、
老
而
不
知
一
言
為
可
用
、
不
幾
於
侮
聖
言
者
乎
」
以
下
、
『
論
語

集
注
』
の
解
釈
は
、
吹
野
安
氏
・
石
本
道
明
氏
『
孔
子
全
書
』
１
～
１
０
（
明
徳

出
版
社
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
六
）
、
及
び
、 

土
田
健
次
郎
氏
『
論
語
集
注
』
１
～

４
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
三
～
二
〇
一
五
）
を
参
考
に
し
た
。

（
10
）　

例
え
ば
、
公
冶
長
「
寧
武
子
、
邦
有
道
則
知
」
章
で
は
「
…
…
。
○
欽
按
據
此
説
、

則
程
子
所
謂
免
患
者
、
亦
兼
説
保
身
濟
君
而
成
其
功
。
竊
謂
武
子
之
愚
、
不
可
及
處
。

蓋
在
之
士
所
不
為
而
不
避
之
、
凡
所
以
保
身
濟
君
者
、
無
有
遺
策
。
若
夫
功
之
成
否
、

則
不
可
必
論
也
。
集
註
只
以
其
能
成
功
為
不
可
及
。
可
疑
矣
」
と
す
る
。

（
11
）　

『
論
語
鈔
説
』
子
罕
に
「
尹
説
、
欽
按
尹
氏
博
学
及
名
字
。
説
得
差
大
。
非
正
旨

也
」
と
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
雍
也
「
誰
能
出
不
由
戸
」
章
に
「
洪
説
戸
與
道
対
説
。

蓋
非
本
旨
」
と
す
る
な
ど
、
圏
外
の
説
を
「
正
旨
」
「
本
旨
」
で
は
な
い
と
す
る
例

は
多
い
。

（
12
）　

『
論
語
註
疏
』
学
而
に
「
○
正
義
曰
、
…
…
。
子
者
、
古
人
稱
師
曰
子
。
子
、
男

子
之
通
稱
。
此
言
子
者
、
謂
孔
子
也
。
…
…
。
」
と
あ
る
。

（
13
）　

土
田
健
次
郎
氏
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
第
五
章 

第
九
節
「
「
知
」
と
「
行
」
」（
汲

古
書
院
、
二
〇
一
九
）
参
照
。

（
14
）　

『
鼇
頭
新
增
四
書
大
全
』
学
而
「
學
而
時
習
之
」
章
の
頭
注
に
「
四
書
存
疑
曰
、

學
兼
知
行
。
…
…
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
林
希
元
『
四
書
存
疑
』
は
、
鵜
飼
石
斎
の

訓
点
で
『
連
理
堂
重
訂
四
書
存
疑
』
と
し
て
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
和
刻

を
行
い
た
い
。

　

注

（
１
）　

石
本
道
明
氏
「
中
村
惕
齋
『
論
語
示
蒙
句
解
』
小
考
―
学
問
は
人
格
の
陶
冶
の

た
め
に
―
」
（
『
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
、
明
徳
出
版
社
、

二
〇
二
一
）
参
照
。

（
２
）　

『
筆
記
書
集
傳
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
村
惕
齋
『
筆
記
書
集
傳
』
管
見
」（
『
國

學
院
中
國
學
會
報
』
六
十
八
輯
、
二
〇
二
二
）
参
照
。

（
３
）　

『
日
本
思
想
史
辞
典
』
二
二
八
頁
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
）
参
照
。
『
四
書

章
句
集
註
鈔
説
』
に
つ
い
て
、
大
江
文
城
氏
は
「
我
が
国
の
「
集
注
」
の
解
疏
と

し
て
、
最
も
要
領
を
得
た
も
の
」
（
『
本
邦
四
書
訓
點
并
に
注
解
の
史
的
研
究
』
関

書
院
、
一
九
三
五
、
二
〇
五
頁
）
と
す
る
。
ま
た
、
柴
田
篤
氏
は
「
『
四
書
集
註
』

に
基
づ
い
て
こ
れ
を
さ
ら
に
咀
嚼
解
明
し
た
も
の
」（
柴
田
篤
氏
『
中
村
惕
齋
』(

叢

書　

日
本
の
思
想
家 

「
室
鳩
巢
」
と
合
冊)

明
德
出
版
社
、
一
九
八
三
、
七
九
頁
）

と
す
る
。
こ
の
他
に
も
、
竹
治
貞
夫
氏
『
近
世
阿
波
漢
学
史
の
研
究
』
（
風
間
書
房
、

一
九
八
九
）
「
第
二
章　

増
田
立
軒　

第
三
節　

立
軒
の
学
問
と
著
述
（
一
）
「
四

書
鈔
説
」
」
で
は
、
立
軒
と
該
書
の
関
係
に
触
れ
、
末
尾
に
「
惕
斎
の
精
到
明
晰
な

こ
の
四
書
注
解
」
は
後
世
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。

（
４
）　

前
掲
石
本
氏
論
文
に
『
論
語
示
蒙
句
解
』
の
作
成
目
的
な
ど
は
詳
し
く
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

（
５
）　

『
江
戸
の
学
び
と
思
想
家
た
ち
』
五
八
～
五
九
頁
（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
）
参

照
。
な
お
、
明
代
四
書
学
の
典
拠
は
『
四
書
章
句
集
註
鈔
説
』
に
は
あ
見
え
る
、『
四

書
示
蒙
句
解
』
に
見
え
な
い
。
や
や
疑
問
の
あ
る
記
述
で
あ
る
。

（
６
）　

惕
斎
の
著
作
の
刊
行
に
努
め
た
増
田
立
軒
の
家
系
、
事
跡
、
学
問
、
子
孫
な
ど

に
関
し
て
は
竹
治
氏
前
掲
書
参
照
。

（
７
）　

拙
稿
「
毛
利
貞
齋
『
重
改
論
語
集
註
俚
諺
鈔
』
に
つ
い
て
ー
引
用
諸
注
を
中
心

中村惕斎『論語集註鈔説』小考
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本
が
出
て
い
る
。

（
15
）　

顔
淵
篇
「
以
文
會
友
、
以
友
輔
仁
」
章
に
対
し
て
、『
論
語
鈔
説
』
で
は
、「
上
句
属
知
、

下
句
属
行
。
文
對
而
意
相
連
。
是
就
士
君
子
為
學
、
上
論
友
道
、
當
必
如
此
。
由

講
文
以
及
輔
仁
亦
為
學
之
序
也
。
…
…
。
」
と
す
る
。
こ
れ
は
「
以
文
會
友
」
を
「
知
」
、

「
以
友
輔
仁
」
を
「
行
」
と
し
て
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
16
）　

『
孟
子
集
注
鈔
説
』
告
子
下
「
學
是
知
行
。
如
堯
舜
精
一
、
孔
顔
博
約
、
皆
法
也
」

（
17
）　

「
惕
斎
先
生
行
状
」
に
「
先
生
爲
學
也
、
以
明
倫
推
孝
爲
修
身
之
地
頭
、
求
仁
修

天
職
爲
立
心
之
本
領
、
涵
養
・
致
知
・
力
行
、
爲
學
之
大
要
」
と
あ
る
。
「
涵
養
・

致
知
・
力
行
」
の
強
調
は
、
同
じ
く
立
軒
の
手
に
よ
る
惕
斎
の
語
録
『
仲
子
語
録
』

の
巻
頭
に
も
「
先
生
謂
謙
曰
、
學
者
立
心
須
高
遠
、
而
用
功
須
従
近
切
處
。
漸
進
去
、

存
養
・
致
知
・
力
行
三
者
、
日
用
功
夫
之
干
要
。
而
三
者
又
以
存
養
為
本
」
と
あ
る
。

（
18
）　

『
語
孟
字
義
』
巻
之
下
、
「
學
」
第
三
条
に
「
學
問
以
道
德
為
本
、
以
見
聞
為
用
。

孔
子
曰
、
有
顏
回
者
好
學
、
不
遷
怒
、
不
弐
過
。
可
見
聖
人
以
修
道
德
為
學
問
、

而
非
若
今
人
之
以
道
徳
為
道
徳
、
以
學
問
為
學
問
也
。
…
…
。
可
見
以
見
聞
為
用
、

而
非
若
今
人
之
専
以
靠
書
冊
講
義
理
、為
學
問
之
類
也
。
孟
子
所
謂
存
養
拡
充
之
類
、

皆
即
是
學
。
先
儒
云
、
學
兼
知
行
而
言
。
得
之
矣
」と
あ
る
。
な
お
、
吉
川
幸
次
郎
氏
・

清
水
茂
氏
校
注
『
日
本
思
想
大
系　

３
３
伊
藤
仁
斎
・
伊
藤
東
涯
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
七
一
）
で
は
、
「
先
儒
云
」
に
頭
注
を
つ
け
、
「
出
所
未
詳
」
と
し
て
い
る
。

（
19
）　

土
田
健
次
郎
氏
「
伊
藤
東
涯
の
『
論
語
古
義
』
講
義 

―
古
義
学
の
基
本
的
性
格
」

（
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
七
三
、
二
〇
二
二
）「
五　

引
用
文
献
の
拡
大
」
に
は
、『
四

書
章
句
集
註
鈔
説
』
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
「
東
涯
ら
は

惕
斎
の
『
論
語
』
解
釈
を
か
な
り
意
識
し
て
い
た
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
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